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研究報告書 

 
 Fucci（Fluorescent Ubiquitination-based Cell Cycle Indicator）：細胞周期の特定の

時期にのみ発現する 2 つのタンパク質にそれぞれ蛍光タンパク質を融合し、G1 期の細

胞核で赤色、 S/G2/M 期の細胞核で緑色の蛍光を発するプローブを安定発現するがん

細胞に、レンチウイルスを用いて申請者らが同定したがん関連遺伝子を安定発現抑制

株を樹立した。本年度は予定していた in vivo での解析まで至らなかったが、それに

向けた in vitro 及び臨床検体を用いた予備実験を行ったところ、期待された結果が得

られた。 
拠点研究は終了してしまうが、今回得られた結果をベースとしてさらなる研究を行っ

ていく予定である。 


